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1.は じめ に

明治維 新 は,日 本 の文化 の全 般 に大 変 革 を もた らした。 言語 も例外では

な く,驚 くほ どの 短期 間に 著 しい変 化が起 こった。いわゆるf現 代 語」 の

基 礎 が,こ の間 に で きた と考 え られ る。 国語史におけ る近代語 の特色 と問

題点 は,い くつか の項 目に整 理 で きるが,そ うした中 のひ とつ に 「語彙 の

更 新」があ る。 明治期は,音 韻 や文 法 は どち らか とい えば,前 時 代 を 引 き

継 い だ観 が あ るが,洋 学 の隆 盛 と と も に,新 し い語 彙 が 大量 に生 産 され

た。 言語 の中で語彙は,最 も変 わ りやす い といわ れ るが,明 治期 の新 語造

りは,結 果 か らみ て,欧 米諸 国 の文化 を導 入す る際 の訳語に よる ところが

大 きい といえ よ う。そ して,そ の 新語 の大 多数 は 「漢語 」Dで あ る こ とが,

著 しい特 色 に な ってい る。 そ の主な理 由 として,漢 語 は和 語 に比 べ て造語

力に富 ん でい ること,当 時 の啓 蒙 家た ちが 漢学 に 通 じていた こと,更 に 日

本 よ り先 に 開 国 した中 国 に,す で に英 華 辞2Yが あ り,そ の訳 語 を 借用 し

た り修 正 した りして用 いた ことな どがあげ られ よう。

本稿は,先 の報 告 「明治初 期 の翻 訳漢 語一「論理学」(『百科 全 諺}』)に よ

る一」(「人 文 学 研究 所 報」No.11,神 奈 川 大 学人 文 学 研究 所,昭52年)の

続 編 を なす もの で あ るが,当 時 の翻 訳 書を資 料 に,そ こに 出 て くる漢 語 を

検討 す る こ とに よって,現 代 語 に おけ る漢語 の特 色 と,そ れ らの語 の 訳語

と して の成立 の経緯を指摘す ることを 目的 としてい る。

資料 として 「修辞及華文」(RhetoricandBelies-Lettres)を 用 い た。

「修辞 及 華文 」 は,明 治12年(1879)に 菊 地大 麓 に よって 『百 科全 書』3)の

一 冊 と して ,翻 訳 刊行 され た もの で あ る。 内容は,表 題 の 示す よ うに,修

辞 法 と文 学 を 説 い た もの で,断 片 的 で あ るが,わ が 国最 初 の 純 文学 を 論 じ

た ものである。後 に坪 内迫遙が 『小説神髄』(明19)に 引用 し,『 明治 文 化

全 集 』(昭3)に も収 録 され て広 く知 られ てい る。 明治交学 との直接 の関係
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は薄い ようであるが,明 治に お け る文学 論 の発達 を 討究す るには無視で ぎ

ない資料 といえよ う。 ただ,本 稿 は,文 学 評 論 の用 語 を調 査す る こ とを 目

的 としているのではな く,前 述 の よ うに 「修辞 及華 文」 が 訳 された明治12

年 とい う時 期 の翻 訳 漢 語 の動 行 を探 ろ うとす るものである。

語 の抽出には,原 書 と訳 書 を 対照 し,明 らか に英 語 と対 応す る漢 語 を取

り出す方法を用いた。得 られた語数は,異 な り語 数 で1,296語,延 べ語 数

で2,657語 であ る。 これ を次 の観 点 と方 法で分析 した。

1)典 拠 の有 無(訳 語の ソー ス)

上 記 の方 法で 得た 漢 語が,過 去 の文 献 に用 い られ た こ とが あ るか どうか

を確かめ る。 これは,訳 語 が既 存 の語 な のか,そ れ とも新 語 な のか を識 別

す るた めである。典拠 の確認には,次 の文 献 を用 い た。

a)「 大 漢和辞,典」(諸=橋轍 次 著,大 修 館,昭43年)b)『 日本 国語 大 辞 典』

(日本 大 辞 典刊 行 会 編 小学 館,昭51)c)『 五 本 対照 改 編 節用 集 』(亀 井 孝

編,勉 誠 社,昭49)d)森 岡健 二 編著 『近 代 語 の成 立一 明治期語彙編』(明

治 書 院,昭44)e)松 村 明著 『洋学 資料 と近 代 日本語 の研究』(東 京 堂,昭

45)f)佐 藤 喜 代 治著 『国語 語彙 の歴 史 的研究』(明 治 書 院,昭46)9)古

田東 朔論 文 「幕 末 ・明治初 期 の 訳語」(「国語学 」53号)以 下,こ れ を一 括

して 「辞 典 」 と呼 ぶ。

2)新 語造 成 の 方法

新 思 想 の導 入,新 概 念 の 置 き換tに は,既 存 の語 を 使用 す るだけ で は不

可能 であ った。上 記の1)に よって得 られ た 「新 造 語」 が,ど の よ うな方

法 に よって造 られ た かを検討 し,あ わせ て新 語 の語 基(造 語要 素)と な っ

た 漢 字 の特 色,す なわ ち 漢字 の難 易 度 ・普及 度 ・音訓の別が,新 語造 成 の

際 に,ど の程 度 どの よ うに係わ った か を検討す る ことに よって,新 造語 の

性 格 を 明 らか にす る。

3)現 代語 との 関係

現 荏語 と廃語 の別 をみ る。そ の結果か ら,ど の よ うな語 が残 り,ど の よ

うな語が 捨 て られ たか を検 討 し,そ れ に よって,こ の時期 の翻 訳 漢語 の特

色 と現 代語の性格を 明らかにす る。現存語 と廃語の認定には,以 下 の辞典

を用 いた 。4〕

a)「 岩 波 国語辞 典』第2版(西 尾、実他 編,昭38)b)「 新選 国語辞 典 」改

訂 新 版(佐 伯 梅 友他 編,小 学館,昭41)c)「 三省 堂 国語 辞 典』第2版(全
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田一京助 他編,昭49)

なs全 項 目に わ た って,前 稿 の 「論理 学 」(明11)お よび 未 定稿 の 「経

済論 」51(明7,と もに 本稿 の資 料 と同 じ 『百 科全 書』 所収〉の分析結果 を

適宜引用 し,傍 証 の資 料 と した。

2・ 典 拠 の 有 無

典拠 の有 無 の 認定 に は,ま ず,前 章 の1)で 示 した 「大 漢和 辞 典」 に よ

って,抽 出 した1,296語 す べ てに 当 り,そ こに示 され てい る用 例 の うち,

最 も古 い 文 献 を もって典 拠 と した。次に 『大漢和辞典』 に登録 されていて

も用 例の示 され ていない語}お よびそ こに登 録 され て い な い語について,

更 に 『日本 国 語大 辞 典』s『 節 用 集』r森 岡 健二,松 村 明,佐 藤 喜 代 治,古

田東 朔 の諸 氏 の著 書 ・論 文 で 当た り,典 拠 の有 無 を つ め た。

そ の結果,〈1-A,辞 典 に あ り典拠 の示 され てい る語〉 〈II--A,辞 典 に あ

り典 拠 の示 され て い ない語 〉 〈II-B,辞 典 に登 録 され て い ない 語〉 の三 つ

が識別 された。 なお,洋 学 書(英 和 辞 典 の類 も含 む)お よび 明治 以後 の文

献 の用 例 は 〈II-A>に 分類 した 。
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〈II-A><II-B>の()は ロ ブ シ ヤ イ ド 『英 華 字 典 』 と__..致す る訳 語
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上 記 の 表1が 得 られ た 。

〈1--A>は,全 数1,296語 中1,012語(78・1%)あ る。 そ の 典 拠 の 内 訳 は

〈1-A1漢 籍>906語(69.9%),〈1-A2和 書>106語(8.2%)で,<1-A2>

の 和 書 の 中 に は,蘭 学 者 の 造 語 と思 わ れ る も の が47語 含 まれ て い る。 〈II-

A>169語(13・0%),〈II--B>115語(8・9%)と な っ て い る。<i-A>は,

既 存 語 で の 置 きi換え,〈II-A>〈II-B>は,こ の 調 査 の 範 囲 内 で は 洋 学 導 入

後 の 新 造 語 とい うこ とが で き よ う。 た だ,〈II-A〈II-B>の 中 に は,ロ ブ

シ ャイ ドの 『英 華 字 典 』 と一 致 す る訳 語 が20語 含 ま れ て い る。 これ は,正

確 に は 日本 人 の 手 に よ る 新 造 語 とは い え な い で あ ろ う。 これ に つ い て は,

後Vy「 新 語 造 成 の 方 法 」 の 項 で 「借 用 」 と し て 述 べ る 。

さ て,表1の 結 果 は,他 の作 品 と比 べ る と,ど ん な 特 色 を も っ て い る の

で あ ろ うか 。 前 章 で 紹 介 した 「論 理 学 」 「経 済 論 」 と比 較 して み よ う。

表II典 拠の有無の比較
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「修 辞 及華 文 」 は,既 存 語 が,最 も多 く使 わ れ て い る。 そ の 分だけ,新

造 語 が 少 ない こ とに な るが,後 に述 べ る よ うに 〈II-B>は,現 代す べ て廃

語 に な ってい る語 で あ る。 「経済論」 につい ては,時 代 が 下 る とい うこ と

が い くらか 係わ っている よ うに思わ れる。

次に,「 修 辞 及華 文 」 の 中か ら,頻 度 数 の高 い 語 を 用 例 と して あ げてみ

よ う。
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〈トA、-a>典 拠 の 示 さ れ て い る 語:漢 籍(現 存 語)

意 味meaning・sense・idea「 朱 子 全 書 」

快 活 ナ ルvivid「 北 史 」

学 術sciencer後 漢 書 」

簡 易 ナ ルeasy・simple「 葡 子 」

戯 曲dramaP綴 耕 録 」

結 果effect・end・product「 仏 本 行 論 」

結 構structure「 後 漢 書 」

言 語word・language「 易 経 」

滑 稽 ナ ルludicrous「 史 記 」

自 然natura1「 老 子 」

修 辞rhetoric「 日知 録 」

小 説 丘ction・nove1・romance「 漢 書 」

人 類man・human「 荘 子 」

世 界world「 白居 易 」

題 目subject・title「 鄭 玄 」

読 者reader「 朱 嘉 」

人 間human・man「 李 白J

比 喩comparison「 漢 書 」

文 章composition・style・sentence「 史 記 」

文 体stylecomposition「 晋 書 」

命 令direction・command「 楚 辞 」

歴 史history「 皮 錫 瑞 」

(15回 以.上,以 下 「語 彙 一 覧 表 」<1-A、-a>参 照)

〈1-A、-b>典 拠 の 示 され てい る語:漢 籍(廃 語)

華

戯

期

作

説

対

富

文

誰

望

手

服

言

麗

polite舳1iterature・literary-art「 漢 書 」

humour「 後J

hope「 剴 浩 」

author・writer「 池 北 偶 談 」

persuasion「 ネL言己」

address「 明 律 」

beauty「 言命語 」

111
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了 得 スknowledge・grasp・understand「 朱 子 全 書 」

(5回 以 上,以 下 「語 彙 一 覧 表 」 〈1-A、-b>参 照)

〈1-A1-a>の 現 存 語 で は,当 然 の こ と な が ら,文 学 論 の 用 語 が 目立 つ 。

こ の うち 「小 説 」 「世 界 」 「題 目」 の3語 は 『英 華 字 典 』 で も 同 じ訳 を 当 て

て い る。 しか し,「 小 説 」 「世 界 」 は,漢 籍 で 用 い て い る意 味 とは 異 な る。

前 者 は 〈稗 史 〉 か ら 出 た 語,後 者 は 仏 教 語 で あ る 。 こ の 他 「人 間 」 に つ い

て も 同 じ こ とが い}よ う。 も とは 〈世 の 中,世 間 〉 を 意 味 した 。

〈1-A、-b>は 廃 語,「 華 文 」 は 本 稿 の 資 料 の タ イ トル に もな っ て い る語

で,現 代 の 〈純 文 学 〉 に あ た る。 「期 望 」 は,現 代 は 〈希 望 〉 と書 く。 「作

手 」 は,今 の 〈作 者 〉 で 「英 華 字 典 』 で はauthor・writerと もに 〈初 作

者 〉 の 訳 が み}る 。 「対 言 」 は,現 代 の 〈応 答 〉 に 当 た る 。

〈1-A2-a>典 拠 の 示 さ れ て い る 語=和 書(現 存 語)

作 用act・behavior「 節 用 集 」

普 通 ノgeneralpopular「 江 談 抄 」

自 己self・persona1・ourselves「 正 法 眼 蔵 」

実 際 ノpractical「 節 用 集 」

全 体 ノentire・whole「 同 上 」

論 判dispute「 神 道 集 」(以 上,国 書)

感 覚feeling・sense「 万 法 精 理 」

関 係connection「 頼 三 陽 ・書 簡 」

説 明statement・exposition「 同 上 」

地 球globe・earth「 新 法 暦 書 」

目 的object・end・purpose「 万 法 精 理 」

論 題subject「 同上 」(以 上,蘭 学 書)

(10回 以 上,以 下 「語 彙 一一覧 表 」<LA2-a>参 照)

〈1-A2-b>典 拠 の 示 され て い る 語:和 書(廃 語)

記 文description「 続 日本 紀 」(国 書)

拡 充 スextend「 三 兵 答 古 知 幾 」

湊 合combination「 万 法 精 理 」(以 上,蘭 学 書)

(2回 以 上,以 下 「語 彙 一 覧 表 」 〈1-A2-b>参 照)

現 存 語 で あ る 〈1-A2-a>の うち,国 書 の 「自 己 」 と 「実 際 」 は,仏 教 か

ら の 語 で あ る。 「自己 」 は,『 日葡 辞 書 』(1606)で も 〈ミズ カ ラ ・ヲ ノ レ〉



明治初期の翻訳漢語 113

と訳 してお り,現 代 語 の 〈自分〉 を い うもの と思われ る。 「実際」 は,仏

教 で は 〈浬梨 の実証 〉(『大智 度論 』)の 意 で あ る とい うが,『 文 明本 節用 集 』

(15世 紀)で は,現 代 と同 じ意 味 で用 い られ てい る。「論判」は,現 代 の英

和 辞 典 で は く議論 ・論 争〉 な どと訳 してい る。 蘭学書の 「組織」は く綜を

織 る〉意味では漢籍 「呂覧」にみえる。「感覚」「日的」は,現 代 語 と して

も よ く用 い られ る ものであ るが,漢 籍,『 英 華 字 典 』 な どの 中 国 の文 献 に

は見 当 らない よ うであ る。

廃語 〈1-Aガb>の 「記 文 」 は,現 代 の 〈記述 〉で,『 続 日本 紀』で は 〈記

述 した 文 章〉 の意で使われてい る。蘭学 書を典拠 とす る 「湊 合」 は,現 代

の 〈結 合 〉 に 当た る。

〈II-A-a>典 拠 の 示 され てい な い 語(現 存 語)

解 明 スexplain・survey

確 実 ナ ルconfirm

記 者writer

行 為conduct

志 向knowledge

祉 会aSSOCiatiOn。SOCiety

通 常 ノcornmon・plain

美 術art

学 術 上 ノscientific

地 理 学geography

(現 存語,3回 以上,以 下 「語 彙 一覧 表 」 〈II-A-a>参 照)

〈II-A-b>典 拠 の示 され て い ない語(廃 語)

換 語metonymy全 局 ノall・entire

原 基basis注 念perception

考 思thought・idea演 説 家speaker

写 出 スexpress格 物学physics

主 点paint

(3回 以上,以 下 「語彙 一 覧 表」 〈II-A-b>参 照)

〈II-A,辞 典 に あ り典拠 の示 され てい な い語〉 は,現 存語 ・廃 語 を 合わ

せ て169語(13%)あ るが,こ れ らの語 は,洋 学 導 入後 にわ が 国 で造 られ,

そ の後辞 典 に 登録 され る資格 を 得た語 とい うことに なるであろ う。 この う

ち,54語 が 廃 語 に な ってい る。

現 存語 〈II-A-a>の 「解 明」 「行為 」 「志 向」 は,『 英 華字 典 』 に もみ え

る(た だ し 「志 向 」はobjectの 訳語)。 また,「 社 会」 は 〈会合〉 の意 味 で

「近 思録」にみ える。 現代 の意 味 と異なるので,こ の項 で扱 った 。3字 漢語

は,い ず れ も派 生語 で,「 学 術 」 は 「後 漢 書 」 に,「 地理1は 「易経 」 に み
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}る
。

廃語 〈II-A-b>は,現 代 で は,そ れ ぞ れ 「換 語」→換 喩,「 原 基」→ 基 準,

「考 思 」→ 思 考(文 字 の転 倒),「 写 出」→表 現,「 主 点」→要 点,「 全 局」→ 全

体,「 注念 」→ 知 覚,「 演説 家 」→ 講演 者,「 格 物学 」→ 物 理学 に改 め られ てい

る。

〈II-B-b>辞 典 に 登 録 され て い ない 語(廃 語)

惟 質temper→ 気 性

掩 留 スwait→ と ど ま る

驚 畏fear→ 恐 れ

玄 幽faintness→ か す か

象 喩metaphor-→ 隠 喩

庶 衆people→ 人h

洩 露revelation→ 暴 露

才目類 ノanaIogous→ ネ目イ以

的 正correctness→ 正 しい

偏 傾bias→ 傾 き

誘 韮旦direction→ 才旨導

輿 象citizen→ 人 民

禾口i整iharmony→ 禾口合

快 楽 戯comedy→ 喜 劇

帰 正 語paradox→ 逆 説

虚 形 物abstraction→ 抽 象 的

行 旅 家traveller→ 旅 行 者

公 論 者orator→ 講 演 者

詞 訟 師pleader→ 弁 護 人

悲 哀 戯tragedy→ 悲 劇

感 情 楽 感joy→ 喜 び

軽 慢 驕 傲 スdisparage→ 軽 ん

じ る

智 徳 粋 秀 ナ ルintellectual→ 聡

明 な

(以 下 「語 彙 一覧 表 」〈II-B-b>参 照 → 現 代 の訳語)

主 な用 例 を あ げた 。 これ まで の語は,い ず れ も 〈辞 典 に 登録 され てい る

語 〉であ ったが,こ こに あげ た 〈H-B-b>の 語 は 〈辞 典 に 登録 され て いな

い語 〉でる。表1で 示 した よ うに 〈II-B>は,2字 漢 語70語,3字 漢 語27

語,4字 漢 語18語 の合計115語(8.9%)あ る。 これ らの語 は,明 治 の啓 蒙

期 の一 時期,ま た は本 資料 の訳者 ・菊地 大 麓 の訳語であろ う。いずれ の語

も,辞 典 に登 録 され る こ と もな く廃 語になった もの と思われ る。

この うちr「 洩 露 」 「相 類 」 「公 論 者」 「悲哀戯」 は,『 英 華字 典』 で も,

同一〇の訳 語 を 当て てい る。 ま た 「驚畏1に は 〈驚 ・畏〉「行 旅 家」 に は 〈行

旅 ・行者〉 の訳が,『 英華 字 典』 に み},訳 語 を選 ぶ に 当 って,何 らか の

係わ りが あ るので は ない か と思われ る。 その他の語についても,今 日もな

お 漢語 が 当て られず,和 語 を用 い て い るのが 目立つ 。 訳語成立の経緯 がみ

られて興味ぶかい。4字 漢 語 は,こ こに あ げた 以 外 の語 も含 め,す べ て合
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成語で,2語 に 分解 す れ ば,そ れ ぞれ の語 は,大 部 分が 典 拠 を も ってい る。

しか し,抽 出 した4字 漢語 の全 数が,現 在 廃 語 に な ってい る ことは,日 本

人 の用 い る漢 語 の基 本 が2字 漢 語 で あ る こ とを,よ くあ らわ して い る。

3.新 語造 成 の方 法

翻 訳 とい う作業 は,広 い意 味 では,す べ て 置 き換 え とい うこ とに な ろ

う。用語の上か らは,お お まか に い って,既 存 の語 で 置 ぎ換 え るか,新 し

い語 を造 成 して置 き換 え るか の二つになる。 ところで,明 治 推 新 の よ うな

新 しい文 化 の急激 な輸入には,と うて い既 存語 だけ で は まか ない きれず,

結果 的に 多 くの新 語 を造 る こ とになった。前 節の表1で みた よ うに,本 稿

では 抽 出 した1,296語 の うち,284語(21.9%)が 新 造 語 で あ る。 本 節 で

は,こ れ らの新 語 が どの よ うに して造 られたのか,ま た どん な性 格 を もっ

て い る のか を検討 してみたい。

まず,新 語造 成 の方 法 に は,A)借 用B)造 語 の二 つ がみ られ る。 借 用

は,具 体 的 に は 『英 華字 典 』 の訳 語 を借 りて くることで あるが,こ れ は既

に あ る語 を 当 てい る とい う意 味では,む しろ既 存語 へ の置 き換 え とみ なす

ことがで きるであろ う。 しか し,既 存 語 として扱 った もの とは方 法が異 な

る し,ま た 『英 華 字 典』 の訳 語 と一 致 す るか らとい って,当 時 のわ が 国 の

翻 訳者 が,そ こか らす べ て借用 して きた とは限 らず,た また ま訳 語 が一 致

した とも 考 え られ るであ ろ う。 そ の認定は,今 は 不 可 能 で あ る こ とも あ

り,こ こで扱 うこ とに した。 なお,造 語 は,純 粋 にわ が 国 の啓 蒙 家 た ちに

よっ て造 り出 された と思われ る訳語である。

A)借 用

ロ ブ リヤイ ドの 『英 華 字典 』 と一致す る語は,表1で 示 した よ うに,新

造 語 と認 定 した もの の中 に は 〈lrA,辞 典 に あ り典拠 の示 され て いな い 語〉

の2字 漢 語 に14語,〈ILB,辞 典 に登 録 され て い ない 語〉 の2字 漢 語に4

語,3字 漢語 に2語 の合 計20語 あ る。

〈II-A-a>典 拠 の示 され てい な い語(現 存 語)

解 明 スexplain・sUrvey

爽 雑 ナ ルmixed

教 蔚口teacher

共 存coexistence

激 動impulse

行 為conduct

{数 学mathematics

想 起 スrecollect
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特 権prerogative半 島peninsula

〈II-A-b>典 拠 の 示 され て い な い 語(廃 語)

高 聾loftiness相 同 ナ ルsame

重 学mechanic分 枝branch

〈II--B--b>辞 典 に 登 録 さ れ て い な い 語(廃 語)

聖 詩psalm電 雷thunder

洩 露revelation公 論 者orator

相 類 ノanalogous悲 哀 戯tragedy

20語 中10語 が 廃 語 に な っ て い る。 こ れ を 先 の 資 料F論 理 学 」「経 済 論 」 と

比 較 す る と,次 の よ うに な る。

炎III『 英華字 典』 との一致 率(新 造語)

修辞及華 文(明12)

論 理 学(明11)

経 済 論(明7)

抽 出 語 新 造 語

.,

(21.9%)

175

(30-F°')0

30s

(30.9°0)

1馨 砦藷1借 用語の率

1,296

571

9S9

20

10

7.000}

5.7

35111.4

また,参 考 までに 抽 出語 全 数 の 『英 華 字典』 との一致率をみ る と,次 の

よ うに な ってい る。 なおs資 料 の補充 と して,森 岡健 二教 授 の 中村正 直訳

「自由之理』(明5)の 調査 結 果 が あ る ので並 記す る61。

炎IV「 英華字 典』 との… 致率(全 数)

抽 出 語

修辞 及華文(明12)

論 理 学(明11)

経 済1論(明7)

自 由 之 理(明5)

1,296

571

989

915

率致

紛畷

2

17

17

の

4

23

33

一
と
語
典
る
字
す
華
致
英

一

252

98

36

06

9
臼

O
e

二つの表 に共通 していえ ることは,時 代が 下 るに した が って 次 第に 「英

華字典』離れ してゆ くことがわか る。近代語成立の,ひ とつ の経 緯 を示 す
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もの とい え よ う。

B)造 語

こ こで い う造 語 とは,先 に 述べ た よ うに,洋 学 導 入 後,日 本 人 の手 に よ

って造成 され た と思われ る語 をさす 。したが って,対 象 とな る語 は 〈II-A>

〈s>の284語 か ら,今 み た 『英 華 字典 』 と一 致 す る借用語20語 を 除 い

た264語 とな る。 これに は}二 つ の方 法が み られ る。 ひ とつ は 「英華字典』

の訳語を修正 した と思われ るもの。 も うひ とつはわが国の訳者に よ.,て 造

られ た と思わ れ る もので あ る。

a)中 国語 訳 の修 正

「英華 字 典』 の 訳語 を修正 した と思われ る語には,次 の よ うな 用例 と方

法が み られ る。前 が 『英i華字典 』 の訳 語

1)文 字 の 入れ 替 え と思わ れ る語
　 　

簡 短 → 簡 単brevity
　 　

声音→語 音sound
　 じ

書 者 → 記 者writer
コ 　

地理志→地理学geography
　 　 　

博 物 之 理 → 博 物 学natural-philosophy〈II-A-a>(現 存 語)
の 　

仁 恵 → 仁 憧tenderness〈II-A-b>(廃 語)
　 の

改 化 → 革 化change
　 　

句 段 → 句 節clause〈II-B-b>(廃 語)

2)2字(語)の 組 み 合 わ せ
　 　

時 ・季 → 時 季season
　 　

名 ・辞 → 名 辞term
　 　

話 ・説 法 一・話 法speech
　 ロ 　

預 言 ・先 知 者 → 預 言 者prophet
の 　 　

性 理 ・性 学 → 性 理 学physiology〈II-A-a>(現 存 語)
の 　

種 ・属 → 種 属kind
　 　

奨 励 ・勧 励 → 奨 勧 スencourage〈TI-A-b>(廃 語)
　 　

驚 ・畏 → 驚 畏fear
の 　

保 ・扶 助 → 保 助 スconducive
　 　 　

往 古 ・古 人 → 往 古 人ancient〈ILB-b>(廃 語)

3)文 享 の 倒 置
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行 旅 ・行 者 → 旅 行 者traveller
の 　 り

理 論 之 学 → 論 理 学logic〈II-A-a>(現 存 語)
　 　

欺 騙 → 騙 欺delusion〈II-A-b>(廃 語)

4)文 字(語)の 補 足
　

天 文 → 天 文 学astronomy
　

極 → 極 度utmost〈II-A-a>(現 存 語)
の

市 → 市 府town
　

格 物 一〉格 物 学physics
ロ

修身→修身学moral
ロ

立 方 → 立 方 形cube〈II-A-b>(廃 語)
の

教 道 → 教 道 論doctrine　
極 小 → 極 小i数 ノinfinitesimal

　 　

極微→極微分子atom
　 　

枝 葉 → 枝 葉 細 目branches
　 コ

定 時 → 定 時 発 免periodical
　 の

歓欣→愉澤歓欣 ナルpleasing〈TT-B-b>(廃 語)

これ らの語 のす べ て が 『英 華 字典』 の訳語を指摘 した,そ れ ぞれ の方 法

で修 正 した か ど うかは,も ち ろん確 認 で きな い。 しか し,『 英 華 字 典』 が,

な ん らか の役割 を果 して い るのではないか と思われ る。全体的にみて・中

国語訳をそ のまま単純に受け入れ るのではな く,日 本 人 に 理解 しやす い よ

うに 置 ぎ換 えてい ることがわかる。2字 漢語 は,い ず れ も同義 語(字)の 入

れ替 え,組 み 合わ せ,補 足 で あ り,倒 置 は,日 本 語 の構 造 に語 順 を置 き換

え る とい う意識が働 いた ものであろ う。3字 漢語 は,派 生 語 を造 成す るた

め の語 基 の補足が大部分で,4字 漢語 は,す べ て2字 漢 語 の組 み 合わ せ に

よる合成 語 であ る。

5)和 語 を語 基 と した造 語

次 に,わ が 国 の訳者 に よ って,新 し く造 られ た と思わ れ る語 について考

えてみたい。先 にあげた264語 か ら,今 みた 修 正 語34語 を除 くと230語 に

な る。 これ らの語 は,本 稿 の調 査 で は,純 粋に 日本 人 の手 に よって造 られ

た 語 とい うことにな る。そ して,こ の うち94語 は,現 代 も使わ れ て い る。

日本 人 は,古 くか ら漢語 を造 る場 合 は,ま ず 和 語 で考 え,そ れ を 音読 し
かx.ご と

て漢語に置 きかえ る方 法を とって きた。た とえば,「 返事 」は 〈返 り事〉 で
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こころ くii

あ り,「心 配Jは 〈心 を 配 る〉 で あ った。 初 め和語(訓 読)仕 立 て で あ った

ものが,後 に音 読 され て漢 語 に な った とい う。 いわゆ る和製漢語である。

日本人が物を考え,理 解す る基 本 は,な ん とい って も和語 で あ ろ う。 この

ことは,近 代 の造語 の際 に も作用 した と思われ る。

したが って,こ の方 法 の語 基(造 語 要 素)と な り得 る資 格 の文 字 は,音

訓 両 様 の漢 字(音 訓 の別)で,そ の関 係 が密 接 であ る こ と,し か も一般 に

親 しまれ てい る漢字 同志の組み合わせ(漢 字 の普 及 度)が,基 本 とい うこ

とに な ろ う。

新 語 と思われ る 〈II-A>〈 ・〉 を対 象 に,a)音 訓 の別,b)漢 字 の普

及 度 とい うt語 と文 字 の関 係 か ら,新 造語 の性格 を考 えてみ た い。 なお,

統 計 処 理 の関 係上 〈II-A>〈 ・〉 の 中か ら,3字 漢 語,4字 漢 語 を除 い

た。 した が って,220語 が 対 象 とな ってい る。 また,漢 字 の音 訓 の別,漢

字 の普 及 度 の判 定 に は,い ずれ も,森 岡健 二教 授 の 「漢 字 の層 別」7}を 用

いた 。

a)漢 字 の音 訓 の別

文 字 の音訓 の別 に よって,次 の三つ が 識 別 され る。 一 つ は 「思考」の よ

うに語を構成す る それぞれ の文宇が,と もに 音 訓 両用 の 読 み を もつ 漢語

で,こ れ を1類 と した。 二 つ め は 「視論 」 の よ うに,一 方 が 音訓 両 用 の読

み を もつ 漢字(視),一 方 が 音読 のみ の漢 字(論)に よ って構成 され て い る

漢 語 で,こ れ を2類 と した 。 三 つ め は 「符号 」 の よ うに2字 と も音 読 のみ

表V新 造語におけ る漢字の音訓の別(2字 漢語)

1レA

辞 典 にあ り典拠
の示 され て いな
い語

しオVご
轟

五
11

(舞

⊃
11

曳
ム

、

ノ
」

し

こ

よ

丁
ヒ

4
/

B
典

い

且
辞
て

職
語
ハ
存
H
現

II-A-b

廃 語

i・

廃 語

恥
ー

!

計

1類

X61)(49.30}
29

(4)(21・3%)

40

(2)(29・4%)

{17}{61.8,.°0)

2i類 3類 合 計

29

(3)(39・7%)
、(1)(5娩i醇)(46・4%)

ll)(23.3%)・2(・8.2%){竃)(2・.8%)

{2}{370)

73

(6)(33・2%)

3(27.30)70(4)(3・ ・8%)

{3}(5.0;)1(26}1

註(〉 『英華字典』か らの借用語 ・修正語
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の漢字 で 構成 されてい る漢語で,こ れ を3類 と した。 先 に も 述 べ た よ う

に,日 本 人 の思 考 の基本 は和 語 で,音 訓 両 用 の漢 字 で 構成 され てい る漢語

の方 がわ か りやすい。 また,音 訓 両 用 の読 み を も って い る漢 字の方が一般

に親 しまれ ているであろ う。 したが って,新 語 造成 の際 に も訓読(和 語)

を もつ 漢 字 を語 基 と して 造語 す るのが基本であった と思われる。

表Vの 結 果 が 得 られ た。1類(2字 と も音 訓両 用)61・8%,2類(音 訓

両 用 と音 専用 の混成)33・2%,3類(2字 とも音 専 用)5%と ・極 め て 明確

な傾 向を 示 してい る。 〈訓〉 が新語造成に際 して有 力な 条件であ った こと

がわかる。主な語を示す。(2類 の ・印は,音 専用 の1莫字)

〈II-A-a>典 拠 の示 され て い ない語(現 存 語)

(1類)

力

学

念

向

.状

.題

然

単

達

　

　

活

科

概

志

纐

惨

主

・純

纐

簡

曹

(

(

vitality・activity

science

notion

knowledge

spectacle

matter

purity

比

質

点

愛

対

物

要

恋

・
義

・
部

.
術

定

内

美

単brevity士 也 層

達soda特 権

〈II-A-b>典 拠 の 示 され て い な い 語(廃 語)

(1i類)

顕 象phenomenon撰 取 ス

叙 記description黙 示

(2類)
　 　

教 規subject多 衆
　 　

壮 旺 ナ ルgenerOUS憐 伽

(3類)

訓 状rule仁 憧

〈II-B-b>辞 典 に 登 録 され て い な い 語(廃 語)

contrast

substance

importance

affection

definition

interior

art

stratum

prerogative

choose

suggestion

multitude

sorrow

tenderness
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(1類)

巧 異skill調 看knowledge

降 沈composure豊 充rich・fertility

壮 励boldness発 象phenomenon

(2類)
　 　

完 明 ナ ルcomplete誤 了mistake
　 　

剛 壮courage方 般 ノuniversal

(3類)

規 条regulation論 術oration

庶 衆people

1類 を み る}む しろ 現存 語 の中 に 難 解 な 語が 含 まれ ている。 「科学」

「概 念」「志 向」 な どは,初 め て 出 会 うと,共 に 〈訓 〉 を も ってい て も理 解

しが たいであ ろ う。 これ らの語は,い ず れ も学 術用 語 と して用 い られ るこ

とが多いが,術 語 は難 解 で あ って も残 る よ うであ る。2類 は,語 構 成 か ら
　 　 　

み ると 〈訓〉 の部分が 〈音〉の部分を説 明す る もの一a主題 ・定 義 ・内 部 ・
　

教規,似 た意 味 の漢 字 を並 べ た もの→ 壮旺 ・多衆 ・憐 血 ・剛壮,接 尾 語 を
　

付 した もの→純然な どがみ られ る。〈訓〉に依存す る語が多い。3類 も,上

の語 が 下 の語 を 修飾す る ものが 多いが,〈II--A--a>の 「曹達:soda」 は ,

英 語 の音 を そ の ま ま当 て てい る。

b)漢 字 の普 及度

表VIを み る と,漢 字 の普 及 度 が,新 語 の造 成,お よび現 存 語 ・廃 語 の

別 に 大 き く係わ ってい るこ とがわか る。認定には,前 項 と同 じ く,森 岡健

二教 授 の漢 字表 を用 い たが,お おむね1類 ・2類(1群)は 学 校 教 育 レベ

ルの漢 字,3類(2群)は 一 般 社 会 人 向け の漢字 ,4類 ・5類(3群)は ハ

ンデ ィタイ プの国 語辞 、典に 登 録 され てい る 漢字,そ の他6類 か ら8類(4

群)ま で 分類 され て い るが,こ れ らは上 記 以上 の難 度 を もつ 普及度 の低い

漢字である。 資料には,表 外 漢 字 も含 まれ てい るが,こ れ を0括 してひ と

ま とめ と した。

1群37・7%,2群45・9%,3群 と4群 は 語 数 が 少 な い ので ま とめ る と

16・4°oとな る。 ハ ンデ ー タイ プの国 語辞典 の漢字を多 く出ることがない。

しか も,普 及度 の低 い漢 字 を 使用 した 語 はT大 部 分が 廃 語 に な ってい る。

前 項 の 〈漢字の音訓の別〉 よ り,0層 は っ き りした 傾 向が 示 され て い る。
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表VI新 造語におけ る漢字の普及度(2字 漢語)

II-A

辞 典 にあ り典
拠 の示 され て
いな い語

峨
語
熟
存
H
現

ゐ
語
熟11
廃

ゐ
語
311
廃さ

語
録

い

登
な
に
い

3
典
て

H
辞
れ

合
計

1類 ・2類

(1群)

44

(11)

(53.0望6)

22

(3)
(26.5%)

17
(1)
(20.5/}

83

(15)

(37.7°0}

3類 を含む

(2群)

50

{5)
(49.5%}

13

(1)

(12.9°0)

38

(2)

(37.6°a)

101

tg)

(45.9°0)

1類喝
む
翻

類
含
6

4
を

一… 一 　 「

5

(27.8°0)

6類 ～8類 ・

表 外 を 含 む1合 計(4群)
1

3102

(1):(17)

(15.8%)1(46.4%)

6117

(33・3%)1(36 ・8・・)

7

{38.9%)

9

{1}
(47.400)

48

(5)
(21.8%)

70

(4)
(31.80)

18

(8.2%)l
l (8き§≧渉、1ぞ 塁9)

註()『 英華字典』か らの借用語 ・修正語

用 例 を 示 す 。 数 字 は 類 を 示 す

〈II-A-a>典 拠 の 示 され て い な い 語(現 存 語)

(1群)

改 進pr・gress(2・1)重 要 ナ ルgrave(1・1)

公 認 スrecognize(1・2)人 種family(1・1)

共 通 ノsame・common(2・1)表 面surface(1・1)

参 照reference(1・2)判 然 タ ルvisible(1・1)

(2群)

偉 大 ナ ルgreat(3・1)

≡基≡ 準order(3・3)

僅 少little(3・1)

高i揚soar(1。3)

周 到 ナ ルaccomplished(3・3)

(3群)

抗 弁reaction(4・3)

反 抗 スhostile(1・4)

(4群)

序 言

適宜 二

提示ス

浮 標

prologue(3・1)

moderately(3・3)

bring(3・2)

buoy(3・3)

溶 解 スdissolve(5・2)

荘 重 ナ ルgrand(4・1)
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些 少 ノslight(6・1)証 愚proof・demonstration

爽 雑 ナ ルmixed(外 ・3)(2・ 外)

〈II-A-b>典 拠 の 示 さ れ て い な い 語(廃 語)

(1群)

解 得 スcomprehen・dmaster至 多 ナ ルconsiderable(2・2)

(2・1)相 同 ナ ルsame(1・1)

供 用 スadapt(2・1)対 者fellow(1・1)

(2群)

顕 象phenomenon(3・3)権 分claim(3・1)

専 注solicitude(3・2)補 賛 スserve(2・3)

貝易;恵boon(3・3)

(3群)

奨 勧 スencourage(4・3)憐 曲sorrow(3・5)

逐 次 ノgradual(4・1)仁 憧tenderness(3・5)

敵 抗hostility(2・4)

(4群)

高 雀loftiness(1・7)粗 魯 ノvulgar(4・6)

彙 別classification(6・1)騙 欺delusion(6。3)

健 旺 ナ ルhealthy(2・6)汎 広largeness(6・2)

〈II-B-b>辞 典 に 登 録 さ れ て い な い 語(廃 語)

(1群)

至 広 ナ ルboundless(2・G)類 属class(1・2)

洗 新freshness(2・1)論 術oration(1・2)

品 言周quality(1・1)

(2群)

外 周outline(1・3)推 達attainment(3・1>

与 出 スsuggestive(3・2)壮 弘 ノwide(3・3)

歴 験 スexperience(3・3)

(3群)

玄 幽faintness(3・5)分 剖 スdecompose(1・5)

叙 文narration(4・1)愉 適 ナ ルmirthful(4・3)

崇 福welfare(5。2)輿 衆citizen(4・3)
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(4群)

洩 露revelation(6・3)呼 嘘ejaculation(2'外)

漉 布canvas(7・3)誘 迫direction(3● 外)

滝 留 スwait(外 ・2)

な お,難 解 な 漢 字 の 語,お よび 新 語 に は,次 の よ うに英 語 の ル ビ ー や 註

を葱 ㌃ 徽 ・蓉
.輪.蒙 ・輪 署.継 ン・器

ア ブス トラ クシ ヨン パ ラ ドツ クス ポ ラ リ チ ロ

虚 形 物 ・奇怪渋 ・指極性質
デス ウ リプ ション

慰 安 万馴 舳 ヲ記ス・吟 。章弓蕩 万物 ノ形状性質ヲ直訳スルノ文 ●プ楚仁ン義〆

言語ヲ明定スルコト・抜 卒 物 ノ性質 ヲ其物 ヨリ分離シテ考ルコ
バラ レル

}、・比 綱 至要 ノ点 二於テ同一ナル菖

この よ うに,難 語 を処 理す るた め の工 夫 と苦 心がは らわれてい る。

また,先 の 〈漢 字 の音 訓 の別 〉 とも相 関関係があ り・現存語 では・1類

_1群.290.50,2類71・2%,3類72・7%と な ってい る・ 更 に廃 語 で

は,1類_3群 ・4群12.8%,2類43・2%,3類33・3°oで ・1類 と2類

が 対照 を なす 。 なお,3類 の3群 ・4群 の残 る率 が ・予 想 した よ り高い よ

うであるが,こ れ は3類 に使 わ れ る漢字 が,い ず れ も現 代 の当用 漢 字に あ

る よ うな普及度 の高いものであるこ とが あげ られ る。

4.現 代語 との 関係

これ まで,現 存 語 ・廃 語 とい うこ とば で,た び たび 触 れ て きたがr最 後

に どの よ うな語 が現 代 語 として残 り,ど の よ うな語が 廃 語 にな った か を整

理 してお きたい。

量的な結果 として,表VIIが 得 られ た。 全 体 と しては,1・296語 中954

語(73.6%)が 残 り,342語(26・4%)が 廃 語 に な って い る。 これ を 「論 理

学 」お よび 「経済論」 と比較 してみ ると,次 の表VIIIの よ うに な る。

本稿 の資 料 「修 辞 及華文」 は,「 論 理 学 」?,rYL.比べ 訳 され た 年 が1年 しか

違 わ な い のに現 存 率 が低 い。理 由 として,訳 者 の語 彙 の内容,抽 出語 の量

な ど,必 ず しも同 ーじ条 件 で な い こ と も考慮 しなければな らないが,「 論 理

学 」 は,哲 学 と して比較 的早 くか ら導 入 され ていた こと(西 周 の 『致 知 啓

蒙 』 明治7年 と共 通 の 内容 を もつ),専 門語 が 多 い こ とな どが あげ られ よ

う。 また,「 経済 論 」 の廃 語 の多い のは,時 代 が他 の2作 品に く らべ て 下



i25

(醸
專

)

N
㌣
肖

(鹸

O
.斜

)

N
O

(
濃
ゆ
.曾

)

め
嵩

癬
嬉
賦
Q
瀧
姻
廉

甲胴一一

 

一一

(凌

0
.8

)

¢
O
◎伽

(
獣

O
.
O
。。
)

め
ト
祠

(
殺
O
.
碍

)

寸
oQ
cq

潴

姻

廉

}

(
鹸

め
.
、①
N
)

N
O
ごq

(
鹸
㊤
.斜

)

O
ごq
圃

(凍

寸
.爲

)

N
寸
◎う

纏

潔

(
鹸

ゆ
.
O
卜
)

卜
0
Φ

(
訳
甥
き

)

N
尋
噂

(
駅

Φ
.
。う
ト
〉

豪

一

聴

陣

黙

①
oQ
⑦

ζ
の

㊤
①
。q

、
H

騰

班

薫

(
卜
瓢
)
藩

燃

鯉

(=

黙
)
聯

劇

鰹

(
。q
H
憲
)
轄

辮
霞
描
嚢

明治初期の翻訳漢語

経
蒙
Q
龍
潔

。
龍
悼
嘱

H閏
卜

艦

㊤
爵

.
一

(
畿

》
.
O
N
)

N
紳
oう

}

(
濃

①
.扁

)

寸
。◎
N

騰

姻

廉

(
凝

①
.
。o
)

め
=

馨

)

　

(
凝

㊤
.
。.
ト
)

墓

一

叢
如

O

oQ
一

O

{

註

 
㎜

肝

寸

卜
N

O
卜

O

O

聾

。。

}
琳

N

OO
幹

H

一
騰

.
♪
凝
二

V
隣

拘
騒
細

黒
嫁
融

ρQ
:
自

(
訳

O
.
。う
一
)

0
雪

(
濃

O
.
N
。う
)

畑
ゆ

(訳

O
.沼

)

め
自

十

[

詫

OO聾

寸

co

 

{

.う
H

紳

。。

等cq
宮

無

。q

o

 

{

O
紳

一

(駅

一
.
。◎
卜
)
巽

O
.H

賠

撞

齪

(濃
門
詣

)

oっ
ト
H

「
(
駅

φ
.
N
。。

O
oっ
o◎

)

O0

ゆ Q

 

一

詫

蚕

鴛

}
。。
詣

.

o

ゆ
ゆ
ト

挫

。q

註

如

龍

潔O

ら
伶墜

樺

尋

.、
》
嶋
駒
照
Q
Q
羅

。
慮

塾

賠
ゆ
.
.
v
畷
駒
照
e
暴

。
櫓
り
蠕

「展
Q
聴
潔

。
聴
撞
眠

昌
〉

駕

薩

弱購



126高 野 繁 男

る た め で あ ろ う。 こ の こ とは,新 造 語 の 現 存 率 に よ っ て も傍 証 で き よ う。

用 例 と して,廃 語 の うち 今 ま で あ ま り取 りあ げ な か った3字 漢 語 ・4字

漢 語 の 主 な も の を あ げ る。 そ の 他 に つ い て は,語 彙 表 に ゆ ず る。

〈II-i・ 〉 辞 典 に 登 録 され て い な い 語(廃 語)

一一定 法uniformity実 形 的concrete

奇 警 体 ノepigrammatic悲 哀 戯tragedy

口論 術oratory無 形 物abstraction(3字 漢 説)

い ず れ も派 生 語 で,し か も接 辞 を 除 く部 分 は,ど の 語 も古 い 漢 籍 に み ら

れ る。 法 ・体 ・術 ・的 ・物 な どの 接 尾 語 を 付 す る こ とに よ って ・ 新 語 を 造

成 して い る。 漢 語 の もつ 造 語 力 の豊 か さ を 示 す も の で あ ろ う。 な お,「 悲

哀 戯 」 は 『英 華 字 典 』に も見 られ る 。 現 代 は そ れ ぞ れuniformity… 律 ・

epigrammatic警 句 的 ナ,oratory雄 弁 術,concrete具 体 的stragedy悲

劇,abstraction抽 象 な ど と訳 され て い る。

〈II-B-b>辞 典 に 登 録 さ れ て い な い 語(廃 語)

依 信 崇 仰belief遜 謙 恭 敬deference

轟 雷 撃 電stroke秩 然 整 斉 ナ ルorderly(4字 漢

指 極 性 質polarity語)

4字 漢 語 は,抽 出 さ れ た18語 す べ て が 辞 典 に 登 録 され て い な い 。 い ず れ

も 合 成 語 で あ るが,2字 漢 語 に 分 解 す る と 「依 信 ・崇 仰 」 は,と も に 過 去

の文 献 に み あ た らな い よ うで あ る 。2語 と も典 拠 の あ る の は 「秩 然 整 斉 」

だ け で,他 の3語 の 〈撃 電 ・指 極 ・遜 謙 〉 ぱ,い ず れ も典 拠 を も っ て い な

い 。belief尊 敬 ・信用,stroke一 撃,polarity極 性,deference秩 序 正
コ 　

しい ・整然 としたな どが現代の訳 であ るが,strokeの 一撃 は,『 英 華 字 典』
コ ロ の 　

にすでにみ える。また,polarityの 極 性 は,ド 指 極 性 質」 を2字 に ち ぢめた

もの で あ ろ うか 。 いずれに して も,日 本 人 に は4字 漢 語 は馴 染 まない よ う

で あ る。 古 くか ら諺言 な どの慣用 句を除いては,き わ め て少 ない。

5.む す び

第1節 で は,典 拠 の有 無 を,策2節 で は,新 語造 成 の方 法 とそ の性 格 を・

第3節 では,現 代 語 との関 係をみ て きた。

典拠 の有無では,「 修 辞及 華 文」 は比較 的既 存 語を 多 く使 っている よ う

に思われ る。 ことに 「論理学」やr経 済 論 」 に比 べ て,和 書を典拠 と して
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い る語の多い のが特色 といえ よ う。 新造語は,少 ない 方 で あ るが ,必 ず し

も現 存率 は 高 くない。 これ は,文 学 用 語 の で きるの が比 較 的 遅 く,本 資 料

の訳 され た 明治12年 頃 は,ま だ 未成 立 であ った こ とが 関 係 してい るよ うに

思われる。文学評論 の用語が整理 され るのは,坪 内迫 遙 の 『小 説 神 髄』(明

19)以 降 で あ ろ う。 た とえ ば,本 資 料 の表 題 に もな って い る 「華文」1iter-

ary-art・polite-literatureは,現 代 で は 〈純 文 学〉で あ り,「換 語」metony

は 〈換 喩〉に,「 象 喩」metaphorは 〈隠喩 〉に,「 楽 詩 」lyric-poetryは く叙

情 詩〉 に な ってい る。 廃 語 の中には,こ の種 の ものが 多 く含 まれ て い る。

また,humourの 訳 には 「戯 誰」「戯 弄」のふ た とお りがみ られ るが,ひ つ

の原 語 に い くとお りもの訳が あ り,訳 語 が不 安 定 で あ る こ とが わ か る。一

方,訳 語 の方 法に つ い て も過 渡期 の苦心 のあ とがみ られ,語 基 とな り得 る

文 字,漢 字 の普 及 度 か ら,ひ とつ の傾 向 をみ る こ とが で きた。

現 代語 との関係については,新 造 語 だ け で な く,既 存 語 につ い て も比較

的現 存 率 が低い。 しか し,和 書 を典 拠 と して い る語 は現 存率 が高 く,105

語 中15語(10・3%)し か 廃 語に な っ てい ない。 漢籍 の17.4%に 比 べ る とf

は っ き りした 数 字 を示 してい る。ただ,頻 度 数 の 高い 語 は和 書,漢 籍 のい

ず れ の典拠 に か かわ らず,現 存 率 が高 い。 どの資 料 も新 造 語 の現存率 は,

既 存 語 に対 し低 いが}そ れ に して も,新 造 語 の現 存 率が 低 い とい う 「修辞

及華文」 でさえ284語 中115語 も残 ってい る。

この よ うに み て くる と,明 治12年 とい う時 期 は,幕 末 か ら明 治初 頭 の 中

国語 訳や 蘭学 の訳語にた よっていた時代に比べ て,日 本 人 の手 に よる造 語

が盛 んに な ってい るとい え よう。その意味では,明 治10年 代 の初 め は,訳

語 成立 の ひ とつ の転 換 期 とい って よいであ ろ う。

〈註〉

1)漢 語一 音説 の語 。助 詞 ・助 動詞 ・接 辞 。サ変動 詞 のつい た4
,の も漢語 と認 め た。

2)当 時 ・英華 辞典 は数種類 の ものがわが 国 に入 ってい るが,本 稿 では,ロ ブ シう.

イ ドの 『英 華字 、典』(W・Lobscheid:EnglishandChineseDictionary,1866

年)を 用 い た。 なお,本 辞典 は,中 村敬宇 校正 『英華和 訳辞典』(1876),お よ

び井上 哲次 郎 「訂増 英華字 典』(1884)と して,わ が国 で校正 ・訂増 され て広 く

用 い られ た。

3)『 百科全 書』 明治6年 か ら同19年 にかけ て 文 部省編 輯局が 翻訳 田行 した大項 日

事典 で92冊 か らな る。本書 は,維 新 啓 蒙書 の集大成 ともい うべ き訳 書て,原 典

は ・W・R・Chambers':InformationforthePeople(無 年 記1860年 代 末か 。
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『明治初期百 科全書 の研究」福鎌 達i夫著 。風間 書房,昭43,P・54参 照 。London)

で,フ オ リオ版2巻 か らな る。 な お,傍 証に用 いた 「経 済論」 「論理学 」 は,

そ の うちのPoliticalEcon。my(堀 越 愛国訳,明7年)Logic(塚 本周造 訳,

明11年)で あ る。

4)現 存語 ・廃語 の認 定一3種 類 の国語辞典 の うち2種 類 以上 に登録 され てい る語

を現存 語 とした。

5)神 奈 川大学 ・高野 一ビ ミナ ール報 告rJALAS」No・1(昭54年)。

6)i森 岡 健二編 著 『近代語 の成 立』(昭44年,明 治 書院)p.149。

7)森 岡健 二論 文 「漢字 の層別 」(「上智大 学 国文学 論 集」7集 ・昭48年)P・50～62。

※ 資料 の字 体は,原 則 と して新字 体 に改 めた。
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語 彙 一 覧 表

(1-A1--a)

辞典 にあ リ典拠 の示 され てい る語

籍

ス

ス

ズ

ナ

ス

ス

ス

ス

セ

ノ

ス

ズ

ニ

ス

ズ

ス

ス

漢

悪

意

韻

解

害

学

関

感

簡

記

機

義

期

供

句

具

屈

景

刑

劇

決

剣

減

現

語

項

功

抗

講

在

坐

詩

史

式

質

種

現 存 語

crime

meanOng

cadence

comprehensible・intelligible

understand

damage・harm
ロ
science

concern・relate・respecting

コ 　

impression

simple

describe
　

occasion

の
meaning

intend

furnish・feed・supply

sentence

having

repressive・subject

scene

punishment

dramatic

determine

dagger

subtract

actually

word

point

success

resist

discuss

lie

sit

poem

history

form

part

class・variety

ス

ス

ズ

ス

ズ

ニ

ス

ナ

ス

ス

ス

ニ

ス

ス

ス

ズ

ズ

ス

州

術

書

称

証

生

乗

食

叙

信

真

制

説

切

属

体

達

地

智

適

鉄

天

点

徳

特

察

脳

媒

発

反

美

府

文

篇

変

弁

妙

要

類

例

ゆ

province

art

book

said

show・test

effect.produce

multiplication

diet

express

ロ
convince

real

コ
restrain

effect

material

accompany・belong

mode・style

accomplish・achieve

land

head

fit・suitable

iron

heaven

point
　
virtue

specially

discern

brain

medium

produce・spring

violation

beauty

town

sentence

book・sentence

change

mentzon・relate

excellence

essential・require

コ

species

example.instance

129



130

列 スrank

労exertion

論 フぐdescribe

(1字 漢 語79語)

哀 ・切pathos

曖 昧 ナ ルindistinct・obscure

暗 焦dark

威 嚇awful

意 見judgment

威 厳grandeur

異 国 ノforeign

意 思idea・mind・wil1

一 時temporary

一 様 ノsame

O生life

-一種variety

一 致 スagree

一 定 ノuniversal

一 般 ノgeneral・popular

異 同 ナ ルdiffer

慰eAl/t-comfort

意 味idea・meaning。sense

以 来since

異 類 ノunlike

引 証inference

隠 微 ノhidden

運 行 且OW・stream

運 転motion
の

運 動motlon

運 用 スbear
の

永 遠eternlty

永 久 ノpermanent

影 響influence

英 傑 ノheroic

英 断manfulness

閲 読perusal

援 弓1スadduce

沿 革history

娩 曲elegance

演 劇performance

淵 源source

演 説oration・speech

高 野 繁 男

往 古 ノprimitive

応 接 スencounter

応 対address

応 答answer

凸 凹 ノrough

応 報reward

温雅 ナ ルmeek

音 曲music

音 声sound

音 調sound

温 和geniality

快 活 ナ ルvivid

外 形outline

外 国 ノforeign

剴 切 ナ ル10ving

解 散 スscatter

説

屋

答

浜

貌

明

滅

面

家

学

識

術

怒

童

財

河

科

校

達

解

家

回

海

外

開

壊

外

画

化

学

学

赫

学

家

川

学

学

諮

活澄ナル

簡易ナル

観察

感情

完全ナル

感動ス

感応

explanation

house

response

beach

appearance

civilization

ruin

surface

ゆ

painter

chemistry

study・knowledge
　
science

dread

school-boy

furniture

river

ロ
science

school

ゆ
expansion

exciting

simple・easy

observation

emotion・mind・sentiment

sufficiently・complete

feel・emotion

emotion・susceptibility



完 備 スcomplete

灌 木shrub

玩 味 スenjoy

簡 明simpl1city

簡 約 ナ ルsimple

元 来primarily

帰 一uniformity

喜二II./11exultation

記 憶memory・remember

奇f吊bugbear

機}械machinery

機 会opportunity

機 関organ

嬉 戯recreation

戯 曲drama

危 急 ナ ルdangerous

器 具apparatus

気 候climate

機 巧machinery・precise

鬼 神mysteriousness

ci己事description

基 礎 ノfundamental

規 貝ilprinciple

其月手芋expectation

機 智wit

貴 重 ナ ルvaluable

紀 伝biography

儀 典etiquette

危 難disaster

模 範example。standard

規 模form

疑 贋iquestion

教 育cultivation

胸 臆m三nd

.教イヒスcultivate・discipline

狭 小narrowness

恭1頂 ナ ルrespectful

驚 歎admiration

胸 中representation
1教道(導)dOCtrine ・religion

郷 土squlre

挙 動gesture
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脅 迫compulsion

喬 木tree

届喬'慢insolence
'教1「ノreligious

教 諭 三nstruetion

据 傲 ナ ルlofty

居 住 スlive

拒 絶refusa1

言午多 ノvariOUS

気 力strength

議 論argument

緊 急 ナ ルnecessary

親 近familiar

近 世 ノmodern

近 代 ノrecent

緊 要essentiaI

勤 労exertion

区 域compass・limits

口 授 ノverbal

功 徳virtue

工 夫effort

区 分branch・part

区 別distinction

千り法phraseology

愚 民rabble

群 居 スgregariOUS

軍 勢aarray

軍 率soldier

敬 愛affection

h谷valley

契 合 スcombined

景 色scenery

形 勢cirCumstance

啓 発development

形 容description

激 発 スrouse

結 果effect・end・product

結 構istructure

月 光moonlight

限 界compass

研 究acquaintance

言 語language・word
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言 辞phrase・statement

厳 粛 ナ ルdignified
　 ロ

言 説exposition
'謙i遜 ノhumble

見 聞information

賢 明wisdom

権 禾咀right

権 理pretension

言 論judgment

権 力 ア ルpowerful
コ コ

言 話composition

故 意 ノvoluntary

好 意 ア ルfavourable

広 潤expand

高 雅 ナ ルhigh

工 学engineering

講 義disquisition

効 験effective

火皇hト スburnish

交 際intercourse

考 察 スconsider

季葺 、思idea

高 尚 ナ ルelevation・noble

功 績object

交 戦war

光 沢1ight

弓重ミi奪Plunder

高 低height

高 等class
　

行 文expresslon

巧 妙art

荒 涼 タ ルdesolate

合 力co-operation

号 令command

公 論profession

呼 吸 スbreathe

国 語language

国 民nation・people

語 句phrase

故 国country

古 城old-castle ロ
悟 性conSC10usneSS

高 野 繁 男

国 家state

滑 稽 ナ ルludicrous

誤 謬mistake

鼓 舞invigoration・rouse

固 有 ナ ルpeculiar

古 来 ノancient

困 苦distress

娯 楽interest

混 雑jumbie

昆 虫insect

差 異distinction・interval

歳 月days

財 産property

最 大 ノgreat

才 能genius・talent

糸田密detail

糸田 目detai1

災 厄calamity・mischance

錯 雑 ナ ルcomplex

錯 綜 ナ ルmixed

殺 害killing

発 生 スproduce

差 別 スdiscriminate
ロ

山 岳mountaln

惨 苦agony

算 術mathematiCS

賛 成praise

散 文prose

四 囲 スenclose

渋 滞confusion・delay

重 力gravitation

自 衛defense

史 家historian

自 家self

自 覚selfconsciousness
ロ

時 間time

非旨i揮direction

時 機occasion

識 見knowledge

事 業device

試 験experiment

事 件matter・OcCurrence



好

候

殺

詩

示

人

実

世

然

嗜

時

自

史

指

詩

事

時

自

詩体ノ

至大

時代

視聴

実験

失敗

質問

実証

実用ノ

至当ナル

至難ノ

思念

表

負

文

物

務

会

慣

辞

師

自

詩

事

事

集

習

修

従事ス

終 日

醜状

衆人

習俗 ノ

愁歎(嘆)

自由ナル

充分 二

主義

種 々ノ

種族

手段

主張
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diking・taste

climate・season

setfdestruction

epic

dictation

poet

maffer

age

natural

poetical

bigh・greatest・longest

epoch

sightorhearing

　
experiment

failure

interrogation

evidence・proof

practice・utilitarian

proper

dif五cult

mind・thought

example

conceit

literature

object・thing

business

assembly

habit

rhetoric

follow

alltheday

ugliness

multitude・popular

conventional
の

mourning

free

complete・#ull・sufFicientlry

cause

ほ
various

race

means

assertion

情況

商業

小曲

象形

条件

情状

小説

上代ノ

情緒

衝突

小児ノ

証明

条目

情欲

条理

擾乱

語

趣 味interesting

首 領1eader

種 類kind●variety

峻 険 ナ ルsteep

順 次 二successive

順 序order

至 要 ナ ルprincipal

使 用exercise。employment

詳 解 スparticularize
●

励

業

物

分

籍

民

利

料

理

令

奨

職

植

職

書

庶

私

史

事

指

親愛ナル

心意

人為ノ

人員

深奥ナル

臣下

新奇ナル

clrCumStanCe・State

commearce

song

の
image

condition

condition

fiction・novel・romance

oldest

emotion

contest

infant

exposition・explanation

particular
　

passion

reason

hurlyburly

encouragement

business

vegetable

professions

book

people
コ
interest

material

principle

direction

warm

emotion・mind

arti丘cia星

people

abstruse

sub3ect

strange
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真 偽truth

人 口population

真 工Etrue

心 中mind

心 情emotion・mind

緒 紳gentleman

心 神mind
　 　

信 心convlctlon

人 心mind

人 事life

尋 常 ノordinary・popular

心 性heart・mind

ノ＼彗三life

人 世life

親 戚family

深 浅depth

身 体body

人 道humanity

信 服conviction

人 物character

進 歩progress・advance

親 睦association

人 民nation・people

心 裏mind

人 類lhuman・man

衰 頽destruction

推 知 スknOW

睡 眠sleep

数 字cipher

崇 敬 スrespectfu1

崇 高 ナ ルgrand
の

図 画Plcture

生 活life

請 願entreaty

聖 賢 ナ ルsage

精 巧 ナ ルexquisite・skilI

生 産existence

誓 詞oath

正 式 ノformal
コ

生 殖procreatlon
　

生 色 ア ルPlctureSque

性 質character・disposition

高 野 繁 男

神

治

成

息

造

存

精

政

生

生

製

生

正当ナル

政府

声望

精密ナル

生命

成育ス

生来ノ

勢力

世界
'世上

世情 ノ

節制

節奏 ノ

説法

説話

溝援

前世ノ

漸次二

戦場

選択

善美

専門

善良

相違ナル

創意

操業

捜索

装飾

蒼々タル

ノ

像

隠

時

先

密

敬

立

相
心
側

即

祖

帖弥
尊

存

heart●soul

politician
　

existence

existence

manufacture

つ
existence

appropriate・properly

government

character

strlct

life

make

naturally

force・power・strength

world

life・world

popular

repression

musical

sermon

narrative●speech

purl

ancient

gradually

field

choice・selection

fineness

speciality

soundness

different

creation

business

research

ornament

blue

　 　
imagination

tenderness

immediate

father

density

respect

　
existence
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太 古 ノancient

態 度gesture

大 抵likely・most

大 略oufline

大 体 ノgenral

題 目subject。title

卓 越 ノprominently

卓 出value

卓 絶 ナ ルgreat

多 少moreorleSS

他 人another-man

端 厳 ニ スdignify

歎 息exClamatiOn

淡 泊 ナ ルlight

断 定conclusion

弾 力elasticity

談 論discussion

言炎言舌discourse・speaking

地 位position。state

注 意 、attentiOn・caution

中 央center

中 心center

注 目 スcare-for

知 覚consciousness・understanding

地 誌geography

知 識knowledge

地 上earth

長 句10ng・SentenCe

聴 衆audience

聴 者audience。hearer

地 図map

秩 序order

地 方local

着 手 スcommence

着 色paint

着 実 ナ ルsteady

聴 従aCqUieSCenCe

長 短length

眺 望look

嘲 弄ridicule

調 和harmony

著 作production

≡著 書literature.production

著 名 ナ ルgreat

地 理geography

智 力efficiency・intellect

陳 述statement

通 解understanding

痛 奥woe

通 知communication

通 例usually

体 裁array

適 当 ナ ルadequate

適 用 ス ルaPPly

徹 底 スcompletely

天 神god

天 性nature

天 地world

天 道 ノreasonable

天 然nature

顛(覆)転tumble

典 麗 ナ ルbeautiful

登 言己スdescribe

統 車害direction

当 然 ノnatural

東 方 ノeastern

答 問dialogue

同 意concurrence

同 一 ノsimilar

道 学mora1

動 作aCtiOn・gesture

同 情sympathy

同 等 ノequally

道 徳moral

動 物animal

道 理reason

独 言monologue

徳 行virtue

読 者reader

特 殊 ノdistinct・particular

独 唱soliloquy

怒 気irritation

得 意taste

特 表feature
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特 別 ノspecia1

土 地territory

徒 党party

都 府town

奴 隷slave

内 心inward

内 情spirit

難1易difficulty

難 事difficulty

日 光sunshine

人 間human・man

農i業agriculture

能 弁eloquence

能 力capacity

背 後 二behind

輩 出appearance

破 砕 スcrumble

発 揮 スinflame

発 見 スinvent

発 揚cultivation

抜 葦abstraction・extract

範 囲provlnce・scope

繁 雑icomplex

反 対opposition

判 断judgment

反 復repeat

万 般 ノvar10US

万 物creation

比 較comparison

卑 近 ナ ルfamiliar

悲 愁grief

偉 俗 ナ ルvulgar

畢 寛effect

必 然 ノnecessary

批 評criticism

微 風zephyr

比 喩comparison

飛 鵬 スwing

表 出expression
コ

表 明representatlOn

鄙 狼 ナ ルcontemptible・mean

品 位character・dignity

高 野 繁 男

品 格character。feature

品 行character

風 光 ノscenic

風 俗ma=nner

不 易 ノinvariable

不 朽 ナ ルpearmanent

服 従follow・obedience

不 幸misery

符 合 スcoincide
o・

ス

ス

ス

ス

ノ

ノ

ス

ノ

ス

 審

女

象

定

分

母

明

翼

学

章

飾

勢

析

然

体

怒

離

量

原

生

淡

素

塞

化

解

狭

首

転

括

易

険

告

潤

不

婦

物

不

部

父

不

扶

文

文

粉

文

分

憤

文

憤

分

分

平

平

平

平

醒

変

弁

偏

篇

変

包

貿

冒

報

豊

ambiguity

maid

object

vagueness

portion

parent

indistinctness

support

literatuare

composition・style・sentence

adorn

emphasis

analyse

indignation

style・composition

　
anger●passion

apart・resolve

quantity

plain

daily

calm

familiar

thunder

inflect

apology

narrowness

preliminary

vicissitude

include

commerce・trade

adventuz'e

information

richness



明治初期の翻訳漢

奮 助assistance・aid

法 則1aw

漫 布cataract

方 法pz-ocess・syStem

飽 満 スpamper

朋 友friend

法 律1aw

方 略device・scheme

本 源fountain

本 質true

本 色substance

本 ニヒfatherland

本 領property

満 足 スcontent。gratify・inform

未 熟 ナ ルuncultivated

妙 技example

未 来future

民 間peOPle

無 学 ナ ルuneducated

無 形 ノabstract

無 限in丘nity・perpetual

無 言silence

無 上 ノinestimable

無 数 ノinnumerable

無 知 ナ ルuntaught

無 法 ナ ルunmannerly

明 解exposition

明 快express・illustrate

明 示 スillustrate

明 晰ClearneSS・Clear

明 達 ノsuccessfu1

明 知COrreCtnesS

明 白 ナ ルdistinct。palpable

明 媚charm

迷 妄fascination

明 瞭 ナ ルevident・intelligibly

命 令command・direction

明 朗clearness

滅 却 スannihilate

滅 亡ruin

猛 獣wild-beast

模 疑imitation

語137

黙 然 シ タ ルsilent

目 有有二before

文 字letter

屋 外 ノopen-air

唯 一single

憂 ∫書、pain

遊 戯mirth

有 形concrete

誘 致 スattract

誘 導derivation

優 美beauty

有 力 ナ ルpredominant

愉 『快 ナ ルp】easing

容 易 ナ ルeasy

容 儀port

妖 術fascinate

要 約outline

抑 制controI

予 知 スremark

理 会 スcomprehend

略 記epitome

流 動Iiquidity

漁 人fisherman

了 知 スunderstood

預 定 スpredict

僚 友friend

理 論theory

類 似analogy・likeness

類 推 スdefine

i類例variety

礼 法courtesy

歴 史history

連 合join

適 合fitness

連 接aSSOCiatiOn

憐 欄compassion

連 絡 スconnect

論 議argument

論 旨proposition

論 説doctrine・opinion

論 理 ノlogica1(2字 漢 語667語)

小 説 家novelist



ロ 　　ゆ

138「 蜀

新 聞 紙news-paper(3字 漢 語2語 、

(以 上 〈1-Ara>748語)

〈1-A2-a>

辞 典 に あ リ 典 拠 の 示 さ れ て い る 語

和 書 現 存 語

案 出 スinvent

愛 情10ve

一 層more

快 楽en3ayment・pleasing

肝 要 ナ ルimportant

岩 石rock

起 源beginning

IE己載description

技iart

系 図pedigree

広 狭space

誤 脱mistake

砂 糖sugar

作 用act・behavior

自 己self・personal.ourselves

思 想idea・thought

実 地 ノpractical

実 際 ノpractical

主=意matter・purpOSe

住 民inhabitant

首 去ミleader

出 版printing

真 鍮brass

全 体 ノentire・whole

相 互 ノmutual

遜 謙compliment

的 中suggestion

至lj着arrival

同 種same

難 推髪dif丘cult

発 明invention

判 者umpire

反 訳 スtranslate

無 骨 ナ ルpompous

普 通 ノgeneral・popular

物 体object

野 繁 男

部 類class・branch

編 年annalS

【{目題question

il}1答dialogue

了 解understanding;

朗 々 タルclear

論 勢argument

論 判dispute(2字 漢 語44語)

人情 本novel

料 理 人cook(3字 漢 語2語)

〈以 上,国 書46語 〉
ロ

引 力attractlon

宇 宙universe

関 係connection

感 覚feeding.sense

記T-a7symbol

義 務duty

金 属meta1

近 傍neighbourhood

芸 術art

劇 場 ノtheatrical

結 合 スc・mbine

健 全health

原 因cause

現 象spectacle

元 素fountain

検 束contro1

幸 福blessing・welfare

個 人individua1

言吾法usage

:.ナ ノレdistressing

ジi芸i教religion

真 理truth

切5廷 二intensely

士妾系売chain

説 明exposition。statement

占 有 スoccupy

速 力velocity

組 織composition・tissue

粗 野 ナ ルcoarse

・妥当keeping

単.純 ナ ルpure・simple



明治初期の翻訳漢語

地 球earth。910be

抵 抗resistance

敵 視hostility

適 度 ナ ルmoderate・proper

電 気electricity

統 計statistiCS
Y
1同察insight

認'識 スknown

禦～'に♪eagerness

銘il己.スhold

目 白勺end。object。purpose

理 由cause.ground

論 題subject(2字 漢 語44語)

統 計 麦statistics(3字{嘆{語1語)

〈以 上,蘭 学 書45語 〉

(以 上 〈LA2-a>91語)

〈II-A-a>

辞 典 に あ り典 拠 の 示 さ れ て い な い 語

現 存 語

偉 大 ナ ルgrew

改 進progress

概 念notion

解 明 スexplain・survey

科 学science

確 実 ナ ルcon丘rm

合 致uniformity

活 力activity・vitality

観 客audience

管f削 スkeep

単

会

戯

警

人

準

者

簡

議

喜

奇

貴

基

記

爽雑ナル

教師

共存

共通ノ

極度

brevity

assembly

COtl]1C

ロ
epigram

nobility

order

writer

mixed

teacher

　
coexistence

common・same

utmost

少

動

今

状

為

業

僅

激

現

現

行

鉱

公認ス

鉱物

抗弁

高揚

考慮ナキ

語音

採鉱

些少ノ

参照

惨状

視覚

時季

志向

実況

実施ス

社会
ty

周航ス

周到ナル

重要ナル

旨

題

然

合

進

懸

t

主

純

照

上

証

139

little

impulse

present

case

conduct

ロ 　

mining

recognize

metal

reaction

soar

reckless

sound

mining

slight

reference

spectacle

　 ロ

vision

season

knowledge

ロ
Clrcumstance

carry-out

aSSOCiatiOn・community・SOCie・

小別ス

序言

初級

進化

人種

数学

全域ノ

想起ス

荘重ナル

曹達

サ コ
circumnavigate

accomplished

grave

object

mattear

purity

keeping

progress

demonstration.・proof

divide

prologue

first

progress

family

mathematics

comprehensive

recollect

grand

soda
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体 格style

対 称object

態 勢attitude

対 比contrast

題 旨subject

.単語word

地 層stratum

中 葉middle

着 目 スnotice

通 観 スsurvey

通 常 ノcommon・Plain

う重.弊 ノhabitual

定 義definition

提 示 スbring

定 着 スdetermine

適 宣 二moderately

適 正 ナ ルsuitable

適 切 ナ ルfaithfully

天 空sky

党 首leader

特 権prerogative

内 部interior

反 抗 スhostile

半il然 タ ルvisible

半 島Fpeninsula

美 術art

表 面surface

物 質substance

付 帯subordination

浮 智{buoy

オく貝旺principle

脈 道ridge

名 辞term

溶 解 スdissolve

要 点importance

理 学physics

領 承acknowledgment

恋 愛affection

話 法speech(2字 漢 語,

凝i聚 プコcohesion

地 質 学geology

性 理 学physiology

高 野

102語)

繁 男

楕 円 形 ノelliptic

地 理 学geography

天 文 学astronomy

博 物 学natural・philosophy・natural-

history

不 確 実uncertainty

無 免 許 ノunlicensed

預 言 者prophet

旅 行 者traveller

論 理 学logic

学 術上 ノscientific(3字 漢 語13語)

(以 上 〈II--A-a>115語)

<豆一A1-b>

辞 典 に あ リ 典 拠 の 示 さ れ て い る 語

漢 籍 廃 語

哀 情pathos

愛 念affection

畏Jナ ルawfu1

意 旨thought

医 治healing

意 念idea

彙 類classification

有 礼 ナ ルpolite

運 漕conveyance

英 豪 ナ ルheroic

憶 想sentiments

恩 意favor

怨 恨resentment

海 塩sea-salt

開 進advance

戒 濯fear

戒 敷 ナ ルprudent

海 波ocean

詣 和 ナ ルrnelodious

学 得aCqUirement

潤 大 ナ ルwide

華 文literary・art・polite・literature

憾 輌 スimprison

関 渉bearing

秀ミ養itraining

含 蔵 スcontain



含 包 スimply

戯 諺humour

戯 語pun

譲 刺wit

期 望hope

企 望 ノdesirable

機 務function

求 望entreaty

嬌 艶beautiful

脇 迫compulsion

戯 弄humor

謹 密 ナ ルstrict

渓 鰹valley

景 状circumstance・form

啓Apearsuasion

激 昂animation

激 波surge

謡 詐false

謙 恭 ナ ルrespectful
'hタ ルtender

権 術device

厳 制 ナルstrict

顕 白 ナ ルsharp

璽瓦易Uスseparate

更 革 スchange

興 起 スinduce

高 丘height

行 吟 スrecite

光 輝 ア ル1ustrous

興 事interest

高 上hoist

胱 然charm

行 歩walking

克 勝triumph

刻 鍍 スembOSS

細 条detail・particular

罪 戻crime

作 手author・writer

砂 石pebble

至 細 ナルsubtle

至 小 ノlittle

実 事 ノrea1

明 治 初 期 の翻 訳 漢 語

志 念determination

至 微 ナルimpaipable・small

時 風fashion

術 芸 ノscientific

殊 別 ノspecial

順 環revolution

純 善good

峻 抜forcible・vigour

勝 絶 ナルsurpassing

訟 庭bar

雀 動thrill
'詳明d

etail●exposition

嗜 欲appetite

心 胸mind

心 思、will

深 旨 ノdeep

親 熟 ナ ルfamiliar

真 成 ナ ルtrue

親 接 二intimately

心 内 ノinward

心 目image

真 楽happiness

振 励impulse

推 衛 スderive

精 当 ナ ルrigorous

正 路 ナルright

切 情compassion

説 服persuasion

善…法device

善 徳virtue

賎 劣 ナルmean

争 軋struggle

層 構cumulation

相 合combination

草 賊bandit

相 比compare

対 言address

短 句short.sentence

徹 食 スeat

坦 平 ナ ルsmooth

重 望respect

陳 説statement

141
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陳 明 スadvert

痛 楚pressure

痛 念 ナ ルpainful

`抵段abuse

呈 露 スsuggest

鉄 宕sublimity

天 童angel

天 察genius・talent

踊 舞dance

同 異difference

子尋言十plot

排 置arrangement

発 興interest

反 顧repeat

万 種 ノvaried

比 縄parallel

票 賦instinct

撫 慰consolation・soothingly

福 祥happiness

府 中city

物 形object

富 麗beauty

壁 塁bulwark

奉 承 スdeign

法 方mode・plan

補 益 ノauxiliary

本 条detai1

秘 奥mystery

無 彊 ノinfinitely

明 開clearneSS
　

明 暁 スexptain

明 著 ナ ルwe11-known

明 亮 ナ ルdistinctly・explicit

約 説 スsum

優 厚tenderness

雄 壮=vigorous

妖 幻charm

抑 欝oppression

礼 譲courtesy

楽 事interest

力 勢weight

了 得 ス

高 野

knowledge・graspunder一

繁 男

stand

礼 則politeness

礼 度 ナ ル.refined

歴 進development

連hseries

言盆1叙スtreat

和 諸 セ ルmelodious

(以 上 くLA1-b>158語)

<1-A2-b>

辞 典 に あ り典 拠 の 示 され て い る語

和 書 廃 語

画 彩picture

活 業1iving

記文description

好 悪liking

最 勝 ノfine

最 要 ナ ルprincipal

至 切 ナ ルstrong

相 依dependence

相 通 ノcommon

偏 僻 ナ ルsectarlan

放 開 スopen

野 様 ナ ルmean

歴 見 スreproduce(以 上,国 書13語)

拡 充 スextend

湊 合combination(以 上,蘭 学 書2語)

(以 上 〈1-A2-b>15語)

〈II-A-b>

辞 典 に あ り典 拠 の 示 され て い な い 語

廃 語

彙 別classi丘cation

解 得 スcomprehend・master

換 語metonymy

教 規subject

供 用 スadapt

訓 状rule

健 旺 ナ ルhealthy

原 基basis

言 句phrase

言 述 スallude



顕 象phenomenon

権 分Claim

考 思idea・thought

高 簑iloftiness

至 多 ナ ルconsiderable

市 府town

写 出 スexpreSS

重 学mechanic

種 属kind

主 点point

奨 勧 スencourage

奨 誘 スinduce

叙 言己description

進 運 スfacilitate

心 経 ノmenta1

仁 憶tenderness

信 認belief

推 度 スperceive

全 局 ノall・entire

撰 取 スchoose

専 注solicitude

壮 旺 ナルgenerous

相 同 ナ ルsame

粗 魯 ノvulgar

対 者fellow

多 衆multitude

注 念perception

賜 恵boon

逐 次 ノgradual

敵 抗hostility

鮎 示suggestion

伝 話narration

汎 広largeneSS

分 枝branch

騙 欺delusion

補 賛 スserve

野 俗 ナ ルrustic

憐 憧sorrow(2字 漢 語48語)

演 説 家speaker

格 物 学physics

滑 稽 劇comedy

修 身 学moral

明 治 初 期 の 翻 訳 漢 語

人 名 録directory

立 方 形cube(3字 漢 語6語)

(以 上 〈II-A-b>54語)

〈II-B-b>

辞 典 に 登 録 され て い な い 語

廃 語

惟 質temper

滝 留 スwait

外 周outline

楽 詩 】yric・poetry

革 化change

感 学emotion

完 明 ナ ルcomplete
一規条regulation

驚 畏fear

興 快interest

驚 絶surprise

苦 状agony

句 節Clause

群 中herd

形 出 スembody

堅 岩rock

件 項term

玄 幽faintneSS

巧 異skil1

呼 嘘ejaculation

岡旺止Lcourage

降 沈composure

誤 了mistake

細 況 ノdetailed

至 広 ナ ルbOundless

自述autobiography

実 着 ナ ルcoo1

至 繁complicacy

写 得 スpicture

至 優 ナ ルlofty

主 説cause

述 伝naracative

象 喩metaphor

庶 衆peOPle

叙 文narration
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新 情freshness

推 達attainment

粋 智intellect

崇 福welfare

聖 詩psalm

洩 露revelation

洗 新freshness

詮 説 スview

相 倶together

壮 弘 ノwide

相 類 ノanalogous

壮 励boldness

躁 頗 ナ ルremote

調 看knowledge

定 脚 スstand

的 正correctneSS

電 雷thunder

品 調quality

分 剖 スdecompose

偏 傾bias

豊 充fertility・rich

方 般 ノuniversal

保 助 スconducive

発 象phenomenon

無 朽 ノendless

direction

愉 適 ナmirthful

輿 衆citizen

与 出 スsuggestive

了 取 スconceive

類 属class

歴 験 スexperience

漉 布canvas

論 術oration

和 整harmony(2字 漢 語70語)

一 定 法uniformity

演 説 術oratory

往 古 人ancient

快 楽 戯comedy

奇 警 体 ノePigrammatic

帰 正 語paradox

高 野 繁 男

教道論

極小数ノ

虚形物

行旅家

行旅記

公論家

公論者

詞訟師

口論術

詞訟者

実形的

修辞家

信仰者

説教者

談論者

地名録

着目者

反抗力

悲哀戯

弁説術

無形物

依信崇仰

感情楽感

議院法令

極微分子

軽慢驕傲ス

轟雷撃電

指極性質

至性至情

枝葉細目

整理合成ス

遜謙恭敬

秩然整斉ナル

智徳粋秀ナル

定時発免

同音反復

無形概念

愉澤歓欣ナル

雄i壮快活ナル

(以上 〈II-B-b>115語)

doctrine

infinitesimal

abstraction

traveller

travels

orator

orator

pleader

oratory

pleader

concrete

rhetorician

follower

preacher

orator・speaker

gazetteer

observer

repulsion

taragedy

oratory

abstraction(3字 漢 語27語)

belie

]OAT

Parliament-Act

atom

disparage

stroke

polarity

tender-susceptibility

branches

　
systematize

deference

orderly

intellectual

periodical,

alliteration

abstraction

pleasing

energetic(4字 漢 語18語)


